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［結果］ボタンプルにて得られた最大口唇圧は平均718.Qg （男性780.0 ± 236. 8g，女性68.5± 180. 2g) 
であり，男女聞に有意差が認められた．最大口唇圧と顎顔面形態との関連性においては最大口唇圧と
オトガイのくぼみの深さと下顎前歯歯軸傾斜角において正の相関関係が認められ，特に女性で有意な
相関が認められた．ボタンプル時の上下口唇の機能比率に関しては， どの年齢群，性別においても上
唇を！として下辱は.I～I. 2であった．最大口唇圧と骨格的分類には有意な相関は示さなかった．
［結論］ボタンプルによって得られた口唇圧が下顎前歯歯軸傾斜に正の相関関係，オトガイのくぼみ深
さに正の相関関係が認められた オトガイのくぼみが深いほど下顎前歯は唇側傾斜するとともにボタ
ンプルによる最大口唇圧が大きいことから，ボタンプルは他の口唇圧計調l方法と比べてオトガイ筋も
含め評価している可能性が示唆された，ボタンプルは筋機能訓練の手法だけでなく，口唇圧を評価する
計測方法としても有用と考えられた
